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本技 術 は、 S S 法 な どの ノイズ リダク シ ョン処理 によ らず、騒音の影響を低減 した S ノ N の 良い音 声収
音 を実現す る ことがで きるよ うにす る耳孔装着型収音装置 、信号処理装置 、収音方法 に関す る。 耳孔装
着型の収音装置 と して、発話音 を収音す るマイ ク ロホ ンが 、外部 か ら略密 閉 とされ且 つ装着者 の外耳道
と通 じる空 間内に設置 され 、発話者の外 耳道 を経 由 して伝播す る発話音が収音 され る。その上 で、上記
マイク ロホ ンが配 され た上記 内部 空間に伝播す るノィズ を低減 す るノイズキ ャ ンセ リング処理部 を設 け
て、発話収音信号の S N 改善 を図 る。 さ らには、上記 マイク ロホ ンによる収音信号 に外 耳道経 由の発
話音 を収音 した際に生 じる こも り音 を低減す るためのィ コライ ジング処理 を施 し音質向上 を図 る。



明 細 書

発明の名称 ：耳孔装着型収音装置、信号処理装置、収音方法

技術分野

[0001 ] 本技術は、少な くともその一部が耳孔部 に挿入可能に構成 された装着部 を

有する耳孔装着型の収音装置 と、上記装着部 に設けられた内部マイクロホン

による収音信号について信号処理 を行 う信号処理装置 と、収音方法 とに関す

る。

先行技術文献

特許文献

[0002] 特許文献 1 ：特許第 4 3 5 2 9 3 2 号公報

背景技術

[0003] 近年、いわゆるスマー トフォンなど通話機能を有する情報処理装置が広 く

普及 し始めている。

このような通話機能を有する情報処理装置には、受話音の聴取 と発話音の

収音を可能 とするためのイヤホンマイク（マイク一体型イヤホン）が用い られ

る。

[0004] 図 1 3 は、現状 において普及 している一般的なイヤホンマイク （以下、従

来のイヤホンマイク 1 0 0 と表記）の例 を示 している。

この図 1 3 に示すように従来のイヤホンマイク 1 0 0 は、受話音を聴取す

るためのイヤホン部 1 0 1 と、発話音を収音するためのマイクロホン 1 0 2

A とが別々に設けられている。イヤホン部 1 0 1 は、装着者 H の耳に装着可

能に構成 され、受話音を出力するためのス ピーカが内蔵されている。そ して

、 この場合のイヤホンマイク 1 0 0 では、イヤホン部 1 0 1 に信号を伝送す

るためのコー ド上においてコー ド上ハ ウジング 1 0 2 が形成 され、当該 コ一

ド上ハ ウジング 1 0 2 内にマイクロホン 1 0 2 A が形成 されている。

[0005] このような構成 による従来のイヤホンマイク 1 0 0 では、装着者 （発話者

) か ら発せ られた発話音が、外界 （外気）を経由 してマイクロホン 1 0 2 A



に到達 して収音されることになる。

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0006] 但 し、上記構成による従来のイヤホンマイク 1 0 0 では、発話音を収音す

るためのマイクロホン 1 0 2 A が外部に露出された状態にある。すなわち、

当該マイクロホン 1 0 2 A は外部騒音（環境騒音）に直接的に接 している。

このため従来のイヤホンマイク 1 0 0 では、発話音と共に周囲の騒音が比

較的大きく収音されて しまい、発話信号の S / N (信号対雑音比）が低下す

る傾向となる。つまりその結果、通話の相手方において、装着者 H からの発

話音声が聞こえ難 くなつて しまう。

[0007] 上記のような騒音に伴 うS / N の悪化を抑制するにあたっては、例えばS

S 法 （S S ：Spect rum Subt ract i on) を始めとするいわゆるノイズ リダクシ

ョン処理を発話収音信号に対 して行うことも考えられる。

しか しながら、 このようなノイズ リダクション処理の実現のためには比較

的大きな処理 リソースを要するものとなり、その分、製品コス トや消費電力

等の面で不利となって しまう。

また、上記 S S 法のような周波数軸での非線形処理を伴 うノイズ リダクシ

ョン処理は、一般的に処理後の音質劣化も問題 となる。

[0008] 本技術は上記問題点に鑑み為されたものであり、その課題は、 ノイズ リダ

クシヨン処理によらず、騒音の影響を低減 した S / N の良い音声収音を実現

る と【しめ る。

課題を解決するための手段

[0009] 上記課題の解決のため、本技術では耳孔装着型収音装置として以下のよう

に構成することとした。

すなわち、少な くともその一部が耳孔部に挿入可能に構成されると共に、

上記耳孔部への装着状態下においてその内部に外耳道と連接する略密閉な内

部空間が形成されるように構成された装着部を備える。

また、上記装着部の上記内部空間内に配されて、上記耳孔部への装着状態



下において装着者により発せ られ上記外耳道を通 じて伝播する発話音を収音

する内部マイクロホンを備える。

また、上記内部マイクロホンによる収音信号に対 して高域強調型のィコラ

ィジング処理を施すィコライジング処理部を備える。

また、上記装着部の上記内部空間内に配されたスピーカを備える。

また、上記装着部に対 して設けられたマイクロホンによる収音信号に基づ

き、上記装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低減するためのノィズキ

ヤ ンセ リング音を上記スピーカより出力させるノイズキャンセ リング処理部

を備えるように した。

[001 0] 上記本技術によれば、発話音を収音するマイクロホン （上記内部マイクロ

ホン）は、外部から略密閉とされ、且つ装着者 （発話者）の外耳道と通 じる

空間内に設置されたものとなる。外部から密閉された空間内に設置されるこ

とで、騒音の影響を効果的に低減することができる。また、発話者の外耳道

を経由 して伝播する発話音を収音するものとしたことで、装着者から発せ ら

れ外界を伝播する発話音を収音する従来のイヤホンマイク （図 1 3 ) の場合

よりも S / N 良 く発話音を収音できる。

その上で本技術では、上記ノイズキャンセ リング処理部を設けることで、

上記内部マイクロホンが配された上記内部空間に伝播するノイズを低減する

ものとしている。 これにより、発話収音信号のさらなる S / N 改善が図られ

る。

なお後の説明で明らかとなるように、上記ィコライジング処理部は、外耳

道経由の発話音を収音 した際に生 じるこもり音を低減するために設けたもの

である。

発明の効果

[001 1] 上記のように本技術によれば、外界を伝播する発話音を収音する従来のィ

ャホンマイクよりも S / N 良 く発話音を収音できる。

また本技術よれば、収音信号に対するノイズ リダクシヨン処理は不要とで

き、その結果、信号処理の リソースの増大化を防ぎ、製品コス トや消費電力



などの面で有利とできる。

図面の簡単な説明

[001 2 ] [ 図 1] 実施の形態の収音システムが備える装着部の構造について説明するため

の図である。

[ 図2] 実施の形態の収音システムによる発話音の収音の様子を模式的に示 した

図である。

[ 図3] 音質改善のための信号処理系の構成について説明するための図である。

[ 図4 ] 音質改善のためイコライザに設定すべき具体的な周波数特性について説

明するための図である。

[ 図5] コンプレッサ処理についての説明図である。

[ 図6] 実施例 1 としての収音システムの構成を示 した図である。

[ 図7] 実施の形態の収音システムが採 り得る 「一体型」 「分離型」それぞれの

構成例を示 した図である。

[ 図8] 実施例 2 としての収音システムの構成 （通話モ一 ド時）を示 した図であ

る。

[ 図9] 実施例 2 としての収音システムの構成 （音楽聴取モー ド時）を示 した図

である。

[ 図 10] 実施例 3 としての収音システムの構成を示 した図である。

[ 図 11] 実施例 4 としての収音システムの構成を示 した図である。

[ 図 12] 実施例 5 としての収音システムの構成を示 した図である。

[ 図 13]従来のイヤホンマイクの構成例を示 した図である。

発明を実施するための形態

[001 3 ] 以下、本技術に係る実施の形態について説明する。

なお、説明は以下の順序で行う。

< 1 . 外耳道経由の発話音収音について>

< 2 . 音質改善のための信号処理について>

< 3 . 内部空間内のノイズキャンセ リング併用によるさらなるS / N改善

>



[3-1 . 実施例 1 ]

[3-2. 実施例 2 ]

[3-3. 実施例 3 ]

[3-4. 実施例 4 ]

[3-5. 実施例 5 ]

< 4 . 変形例>

[0014] < 1 . 外耳道経由の発話音収音について>

図 1 は、本技術に係る実施の形態 としての収音システムが備える装着部 1

の構造について説明するための図である。

具体的に、図 1 の A は装着部 1 の透視斜視図を表 し、図 1 の B は装着者 （

発話者） H の耳部への装着状態における装着者 H の外耳道 H A 、耳孔部 H B

と装着部 1 との関係を断面図により表 している。

[001 5] 先ず装着部 1 は、装着者 （発話者） H の発話音を収音するべ く、その内部

に内部マイクロホン 1 B が設けられている。

本例の場合、内部マイクロホン 1 B としては、その配置スペースを考慮 し

てM E M S マイクロホン （M E M S ：Mi cro ELect r o Mechan i ca L Systems)

が採用される。

[001 6] 装着部 1 は、その外形 としては、装着者 H の耳孔部に対 して少な くともそ

の一部が挿入可能に構成され、それにより該装着者 H の耳部に対 して装着で

きるようにされている。具体的に、 この場合の装着部 1 には装着者 H の耳孔

部 H B に対 して揷入可能な形状 とされた耳孔揷入部 1 A が形成されており、

該耳孔揷入部 1 A が耳孔部 H B に対 して挿入されることで装着部 1 が装着者

H の耳部に対 して装着状態 となる。

[001 7 ] そ して、装着部 1 は、装着者 H への装着状態において、図 1 の B に示すよ

うに装着者 H の外耳道 H A と連接する内部空間 1 V が形成されるように構成

されている。

このとき、装着部 1 が有する耳孔揷入部 1 A は、カナル型のイヤホン部が

有する耳孔揷入部 と同様に、その表面部が弾性を有する材料で覆われて、装



着時に耳孔部 H B との密着状態が得 られるように構成されている。

このため装着時において、上記の内部空間 1 V は外界から略密閉された空

間となる。

内部マイクロホン 1 B は、当該内部空間 1 V 内に配されている。

[001 8] 図 2 は、装着部 1 を有する実施の形態の収音システムによる発話音の収音

の様子を模式的に示 した図である。

先ず前提として、本実施の形態の収音システムでは、発話音の収音は、装

着部 1 を装着者 H の耳部に装着 した状態で行われるものである。

[001 9] 装着部 1 の装着状態において、装着者 H が発話 した場合は、該発話に伴う

振動が装着者 H の声帯から骨や皮膚などを経由 し外耳道 H A に伝達される （

図中の破線矢印）。図 1 にて説明 したように、装着状態では、内部マイクロ

ホン 1 B が配された装着部 1 の内部空間 1 V と外耳道 H A とが外界から略密

閉された状態で連接 している。このため、上記のように装着者 H の外耳道 H

A を経由 して得 られる発話音を、内部マイクロホン 1 B によって収音するこ

とができる。

[0020] このような実施の形態としての収音システムによれば、騒音環境下におい

ても、装着部 1 の筐体内部の密閉性が十分にとれていれば、筐体の外側より

伝播する騒音に対 しての遮音性は十分高まるため、内部マイクロホン 1 B に

対する騒音の混入は十分抑えられる。つまりこれにより、外界経由で発話音

を収音する従来のイヤホンマイク 1 0 0 (図 1 3 を参照）と比較 して、 S /

N (信号対雑音比）よく発話音を収音することができる。

なお、このときの遮音性は、少なくとも抑制を意図する騒音の帯域がカバ

—できるものであればよく、その意味で完全な密閉性が求められるものでは

ない。

[0021 ] < 2 . 音質改善のための信号処理について>

上記のように外耳道 H A 経由で伝播する発話音を収音対象とし且つ内部マ

イク口ホン 1 B が配される内部空間 1 V の密閉性を確保 して収音を行う本実

施の形態の収音システムによれば、従来のイヤホンマイク 1 0 0 よりも S /



N良く発話音を収音できる。

[0022] 但し、例えば通常のカナル型イヤホンのように密閉性が比較的強い場合、

外耳道H A 内では通常の自由空間に比べて低域でのゲイン（応答）が大きくな

るため、内部マイクロホン 1 B による収音信号としては低域の応答特性が比

較的大となってしまう。

この影響により、内部マイクロホン 1 B による収音信号に基づく送話音声

は、低域寄りにこもったような音となってしまい、通話の相手方にとってや

や聞き取り難いものとなってしまう。

[0023] そこで、上記のような低域寄りの収音信号応答特性を補正すべく、図3 の

A に示すようにイコライザ（E Q ) としての信号処理手段を設けることが望ま

しい。

具体的に図3 のA に示す構成では、内部マイクロホン 1 B による収音信号

をマイクアンプ 1 0 で増幅した後、イコライザ 1 1 による等化処理 （特性補

正処理）を施すものとしている。

[0024] 図4 は、イコライザ 1 1 に設定すべき具体的な周波数特性について説明す

るための図である。

先ず、図4 のA では、外耳道H A経由の収音信号の低域ゲインが大となる

ことを説明すべく、無騒音の状態において装着部 1の外界に設置したマイク

口ホンにより規定の会話列を収音した際の収音信号の周波数特性 （図中、▲

プロットと破線の組）と、同じく無騒音の状態にて、外耳道H A と連接する

内部空間 1 V にて内部マイクロホン 1 B により同会話列を収音した際の収音

信号の周波数特性 （國プロットと一点鎖線の組）とを対比して示している。

なおこの図において、周波数特性は周波数軸上で時間的に平均化したもの

を示している。

[0025] 外耳道H A と連接された略密閉の内部空間 1 V 内では、発話に伴い外耳道

H A 内で低域の音波 振動が発生した際に、内部マイクロホン 1 Bの振動板

は非密閉環境としての外界と比べて大きく振幅することになる。この結果、

外界設置のマイク口ホンよりも低域について大きなマイク出力電圧が得られ



るものである。

実際、図4 のA を参照すると、内部マイクロホン 1 B による収音信号 （國

& —点鎖線）には、外界設置のマイクロホンによる収音信号 （▲ & 破線）に

対 し低域の膨 らみが生 じていることが確認できる。

この図4 のA に示すような特性を有する内部マイクロホン 1 B の収音信号

のままでは、通話相手方への送話音はこもり音としての明瞭度の低い音声が

得 られて しまい、結果、該相手方での聞き取りが困難となって しまう虞があ

る。

[0026] そこで、内部マイクロホン 1 B による収音信号の周波数特性を補正 し、よ

り自然な周波数特性/ 〈 ランスとすることで、通話相手に聴取されるべき送話

音の明瞭度を向上させる。

[0027] このためには、内部マイクロホン 1 B による収音信号の周波数特性を、外

界設置のマイクロホンによる収音信号の周波数特性に近づけるものとすれば

よい。

具体的には、図4 の B に示すような伝達関数で表されるフィルタ（つまりィ

コライザ 1 1 ) を用意 し、該フィルタにより内部マイクロホン 1 B の収音信号

の周波数特性を補正する。すなわち、図4 の B に示すような、高域強調型 （

低域抑制型）のフィルタ特性を有するイコライザ 1 1 によって、内部マイク

口ホン 1 B の収音信号周波数特性を補正すればよい。

このことにより、イコライザ前よりイコライザ後の方が、より明瞭度が高

く自然な音声を得ることができる。

[0028] ここで、図4 のA においては、きプロットと実線の組により、図4 の B に

示すフィルタ特性を有するイコライザ 1 1 によって補正を行った後の内部マ

イク口ホン 1 B の収音信号の周波数特性を示 している。

該周波数特性を参照すると、内部マイクロホン 1 B による収音信号は外界

設置マイクロホンによる収音信号に近づき、より自然な周波数特性バランス

となっていることが分かる。

[0029] また、送話音の音質改善の意味では、図 3 の B に示すように、内部マイク



口ホン 1 B による収音信号に対 してイコライザ 1 1 による補正と共にノイズ

ゲ一 卜処理、及びコンプレッサ処理を施すことも有効である。

[0030] 具体的に、図 3 の B に示す構成では、マイクアンプ 1 0 を介 した内部マイ

クロホン 1 B による収音信号に対 し、ノイズゲ一 卜処理部 1 2 によるノイズ

ゲ一 卜処理を施 した上でイコライザ 1 1 による特性補正を施 している。その

上で、イコライザ 1 1 を介 した収音信号に対 し、コンプレッサ 1 3 によるコ

ンプレッサ処理を施すものとしている。

[0031 ] ノイズゲ一 卜処理部 1 2 は、ノイズゲ一 卜処理として、入力信号のレベル

が一定レベル以下となると出力信号レベルを下げ （つまりゲー トを閉じ）、

上記一定レベルより大となると出力信号レベルを元に戻す （ゲー トを開く）

処理を行う。

なお、一般に行われているように、ノイズゲ一 卜処理における出力レベル

の減衰の割合、ゲー トの開閉エンベロープ、ゲー トが反応する周波数帯域等

のパラメータは、発話音の明瞭度の向上が図られるよう適切に設定する。

[0032] また、コンプレッサ 1 3 は、上記コンプレッサ処理として、入力される収

音信号の時間軸振幅を整える処理を行う。

[0033] ここで、コンプレッサ 1 3 によるコンプレッサ処理について図 5 を参照 し

て説明する。

図 5 では、図 5 のA によりコンプレツサ処理前の収音信号の時間軸波形を

、図 5 の B によりコンプレツサ処理後の収音信号の時間軸波形を示 している

[0034] 前述のイコライザ 1 1 は、収音信号の周波数特性を整えて音質向上を図る

ものであつたが、コンプレッサ処理は、時間軸上において収音信号の波形を

補正するものである。

前述のように本実施の形態の場合、発話音声は、装着者 H の骨や肉など人

体内の振動を通 じて外耳道 H A 経由で内部マイクロホン 1 B の振動板に届く

が、これは空気伝播に比べてある程度の非線形性を持つこととなる。

そのため、発話時の声の大きさによって変わる発話音声の大小の差が、通



常の空気伝播を介 した収音を行う場合に比 して大きくなり、そのままである

と収音された音声が聞き取り難 くなる虞がある。

図 5 のA を参照すると、発話される各音声群間で音声の大小の差が大きく

なっていることが確認できる。

[0035] そこでコンプレッサ 1 3 により、内部マイクロホン 1 B による収音信号の

時間軸振幅を図 5 の B に示すように整える。すなわち、発話音声の大小の差

を抑制する。

これにより、発話音声の聞き取りがより容易となり、音質の向上が図られ

る。

[0036] なお本実施の形態において、収音信号に対する各種信号処理は、アナログ

電気回路によって実現 しても良いし、 A D C ( A / D コンバータ）を介 して

デジタル信号処理により実現するものとしても良い。

[0037] < 3 . 内部空間内のノイズキャンセリング併用によるさらなるS / N改善

>

[3-1 . 実施例 1 ]

これまでの説明から理解されるように、本実施の形態では、図 2 において

説明 したような外耳道 H A 経由での収音を行うものとしたことで、従来のィ

ャホンマイク 1 0 0 の場合よりも収音信号のS / N の改善が図られるものと

なるが、本実施の形態ではさらなるS / N の改善を図るべ く、装着部 1 の内

部空間 1 V 内に伝播するノイズ成分についてのノイズキャンセリング処理を

行う。すなわち、内部空間 1 V 内にスピーカを設け、該スピーカからノイズ

キャンセリング音を出力することで、外界から内部空間 1 V に伝播するノィ

ズ成分を空間的に抑制することで、内部マイクロホン 1 B による収音信号の

S / N のさらなる改善を図るものである。

[0038] 図 6 は、このようにノイズキャンセリング処理も併用 したS / N改善を図

る実施の形態としての収音システムの構成の一例 （以下、実施例 1 と表記）

を示 した図である。

なお以降の説明において、既に説明済みとなった部分と同様となる部分に



ついては同一符号を付 して説明を省略する。

[0039] 実施例 1 と しての収音システムは、装着部 1 、装着部 2 、及び信号処理部

3 を有 して構成 される。

この場合、装着部 1 は装着者 H の一方の耳に対 して装着 されるべ きものと

な り、装着部 2 は装着者 H の他方の耳に対 して装着 されるべ きものとなる。

[0040] 装着部 2 は、装着部 1 と同様 に、少な くともその一部が装着者 H の耳孔部

H B に揷入可能に構成 され、装着者 H の耳部 に装着可能 とされる。具体的に

装着部 2 と しても、装着者 H の耳孔部 H B に対 して挿入可能な形状 とされた

耳孔揷入部 2 A が形成 されてお り、該耳孔揷入部 2 A が耳孔部 H B に対 して

挿入されることで装着部 2 が装着者 H の耳部 に対 して装着状態 となる。

そ して装着部 2 と しても、装着者 Hへの装着状態において、装着者 H の外

耳道 H A と連接する内部空間 2 V が形成 されるように構成 されていると共に

、耳孔揷入部 2 A は、その表面部が弾性 を有する材料で覆われて、装着時に

耳孔部 H B との密着状態が得 られるようにされている。

[0041 ] 装着部 2 には、その内部空間 2 V 内にス ピーカ 2 S が配置されている。該

ス ピーカ 2 S は、受話信号に基づ く受話音の出力用に設けられたものとなる

。すなわち、図示するように該ス ピーカ 2 S は、信号処理部 3 に設けられた

アンプ 1 7 により増幅された受話信号に基づき駆動され、 これにより受話信

号に応 じた受話音を出力することになる。

本例の場合、ス ピーカ S 2 と しては、その設置スペースを考慮 して B A (

バ ランス ドア一マチュア）型によるものを採用 している。

[0042] そ して、本例の収音システムでは、装着部 1 に対 し、該装着部 1 の筐体外

部で生 じる音を直接的に収音できるように設置された外部マイクロホン 1 C

が設けられる。 またこの場合の装着部 1 には、該装着部 1 の内部空間 1 V 内

にス ピーカ 1 S が設けられる。

本例の場合、外部マイクロホン 1 C についても内部マイクロホン 1 B と同

様 にM E M S マイクロホンを用いている。

またス ピーカ 1 S と してもその設置スペースを考慮 しB A 型ス ピーカを採



用 している。

[0043] なお、外部マイクロホン 1 C は、後述するF F 方式 （フィー ドフ 才一 ヮ一

ド方式）によるノイズキャンセリング処理に対応 した収音ができるように設

置されればよく、必ず しもその収音ロを装着部 1 の筐体の外界に直接的に表

出させる必要はない。

[0044] 信号処理部 3 には、前述 した受話信号増幅用のアンプ 1 7 と共に、先の図

3 にて説明 したマイクアンプ 1 0 、イコライザ 1 1、ノイズゲ一 卜処理部 1

2 、コンプレッサ 1 3 、及びマイクアンプ 1 4 、 N C フィルタ 1 5 ( N C :

ノイズキャンセリング）、アンプ 1 6 が設けられている。

なお、マイクアンプ 1 0 、イコライザ 1 1、ノイズゲ一 卜処理部 1 2 、コ

ンプレッサ 1 3 については既に説明済みであるため重複説明は避ける。

[0045] 装着部 1 に設けられた外部マイクロホン 1 C による収音信号は、マイクァ

ンプ 1 4 にて増幅された後、 N C フィルタ 1 5 に入力される。

N C フィルタ 1 5 は、マイクアンプ 1 4 を介 して入力される外部マイクロ

ホン 1 C による収音信号に基づき、 F F 方式によるノイズキャンセリング信

号を生成する。具体的にN C フィルタ 1 5 は、上記収音信号に対 して F F 方

式に対応 した等化処理を施すことで、装着部 1 の内部空間 1 V 内に伝播する

ノイズを抑制するためのノイズキャンセリング信号を生成する。

[0046] アンプ 1 6 は、 N C フィルタ 1 5 で得 られた上記ノイズキャンセリング信

号を増幅 し、装着部 1 内のスピーカ 1 S を駆動する。これによりスピーカ 1

S からは上記ノイズキャンセリング信号に基づくノイズキャンセリング音が

出力されることになる。つまりこの結果、内部空間 1 V に伝播するノイズ成

分の抑制が図られる。

[0047] なお、 N C 処理はアナログフィルタ回路を用いて実現 してもよいし、或い

は下記参考文献 1 に記載のような手法によりA D C を含んだデジタル信号処

理にて実現することもできる。

参考文献 1 特開 2 0 0 8 _ 1 9 3 4 2 1 号公報

[0048] 上記実施例 1 としての収音システムによれば、環境騒音に対 して装着部 1



の筐体の（パ ッシプ)遮音性能により発話収音信号の S / N を確保 した上で、

N C 処理により内部空間 1 V におけるノイズを抑制することで、発話収音信

号のさらなるS / N 向上を図ることができる。

[0049] なお確認のため述べてお くと、装着者 H の発話音声は N C 処理 とは関係な

く外耳道 H A 経由の振動をベースに伝わって くるため、 N C 処理を併用 しな

い場合 と同等の レベルで収音されるものである。

[0050] また、図 6 に示す実施例 1 の構成によれば、両耳で遮音効果が得 られるこ

とで、装着者 H が受話音を聞き取 り易 くなるという効果も得 られる。

[0051 ] ここで、上記のような内部空間 1 V のノイズキャンセ リング実現のための

N C 処理 と音質改善のための各種信号処理 （イコライザ 1 1 〜コンプレッサ

1 3 ) とを実現する信号処理部 3 を含めた実施の形態の収音システムの具体

的な構成 としては、該信号処理部 3 を装着部 1 に設ける 「一体型」と、信号

処理部 3 を装着部 1 の外部に設ける 「分離型」との何れかを採用することが

できる。

[0052] 図 7 は 「一体型」 「分離型」それぞれの構成例を示 した図である。

先ず、図 7 の A に示す 「一体型」の構成は、装着部 1 の筐体内部に信号処

理部 3 を設けるものである。 この場合、当該装着部 1 か らは、外部装置 5 0

(例 えばスマー トフォンなどの情報処理装置）に対 し、 N C フィルタ 1 5 を

用いた N C 処理で S / N の改善が図 られ且つイコライザ 1 1 等による音質改

善が図 られた内部マイクロホン 1 による収音信号が送話信号 として出力され

る。

[0053] なお、 「一体型」の場合、装着部 1 とは反対側のチャンネル となる装着部

2 側のチャンネルに係る信号処理部 （図 6 の場合はアンプ 1 7 ) については

、装着部 2 側 に対 して設けることが望 ま しい。図 6 に示す信号処理部 3 をそ

のまま装着部 1側 に内蔵 して しまうと、アンプ 1 7 による増幅受話信号を装

着部 1側か ら装着部 2 側 に伝送するための別途の配線が必要 となって しまう

ためである。

[0054] また、図 7 の B に示す 「分離型」の構成では、外部装置 5 0 の内部に信号



処理部 3 を設ける。 この場合、装着部 1 から外部装置 5 0 に対 しては、内部

マイクロホン 1 による収音信号 （図中、送話音収音信号）と外部マイクロホ

ン 1 C による収音信号 （図中、 N C 用収音信号）とを伝送する。また外部装

置 5 0 から装着部 1 (スピーカ 1 S ) に対 しては、信号処理部 3 のアンプ 1

6 により増幅されたノイズキャンセ リング信号 （図中、 N C 信号）を伝送す

る。

なお図示は省略 しているが、 「分離型」の場合、外部装置 5 0 から装着部

2 (スピーカ 2 S ) に対 し、アンプ 1 7 で増幅された受話信号を伝送するこ

とになる。

[0055] [3-2. 実施例 2 ]

図 8 及び図 9 は、実施例 2 としての収音システムの構成についての説明図

である。

実施例 2 は、装着部 2 側のチャンネル （以下、 c h とも表記する）におい

ても外部マイクロホン2 C とN C フィルタ 2 2 を設けて内部空間 2 V のノィ

ズの抑制を図ることで装着者 H による受話音の聞き取 り容易性を向上させる

共に、図中の制御部 2 O A により、通話モー ドと音楽聴取モー ドとの切 り替

えを実現するものである。

[0056] 先ず前提 として、実施例 2 (図 8 及び図 9 ) における図中の信号処理部 2

0 は、例えばD S P (D i g i t a l Si gna l Processor) やM P U ( M i cro Process

i ng Un i t ) で構成されるものとし、図中の信号処理部 2 0 内に示す各プロッ

クは、 これ らD S P やM P U により実現される機能をプロック化 して示 して

いるものとする。

また実施例 2 においては、装着部 1側が L c h 側、装着部 2 側が R c h 側

とされる場合を例示する。

[0057] この場合の装着部 2 には、装着部 1側が有する外部マイクロホン 1 C と同

様、 F F 方式によるノイズキャンセ リングに対応 した収音信号を得るための

外部マイクロホン2 C が設けられる。

[0058] 図 8 に示す通話モー ド時において、信号処理部 2 0 が有する機能としては



、実施例 1 の信号処理部 3 が有する各部 （マイクアンプ 1 0 〜アンプ 1 7 )

と同様の機能 と共に、マイクアンプ 2 1、 N C フィルタ 2 2 、及び加算部 2

3 と しての機能が追加される。

[0059] マイクアンプ 2 1 は、外部マイクロホン 2 C による収音信号を増幅する。

N C フィルタ 2 2 は、マイクアンプ 2 で増幅された外部マイクロホン 2

C か らの収音信号について、先の N C フィルタ 1 5 と同様の F F 方式に対応

した等化処理 を行い、それにより内部空間 2 V 内に伝播するノィズを抑制す

るためのノイズキャンセ リング信号を得 る。

加算部 2 3 は N C フィルタ 2 3 により得 られたノイズキャンセ リング信号

を受話信号に対 して加算 し、加算後の信号をアンプ 1 7 に対 して与える。

[0060] 上記のような R c h 側の構成 により、 この場合の収音システムでは装着部

の内部空間 2 V 内のノィズの抑制が図 られる。 これにより図 8 に示す通話

モ一 ド時には、装着者 H による受話音の聞 き取 り容易性が向上する。

[0061 ] なお確認のため述べてお くと、図 8 に示す通話モー ド時において、装着部

が装着 される L c h 側では、実施例 1 の場合 と同様の発話収音信号の S /

N 改善効果及び音質改善効果が得 られるものである。

[0062] 制御部 2 O A は、通話モ一 ド/ 音楽聴取モ一 ドの指示を行 うためのモ一 ド

指示信号に応 じ、信号処理部 2 0 の機能部の構成が、図 8 に示す構成 と図 9

に示す構成 とで切 り替え られるように制御 を行 う。

[0063] 先ず、図 9 に示す音楽聴取モ一 ド時には、信号処理部 2 0 に対 して L c h

、 R c h の音楽信号が入力されることになる。

そ して音楽聴取モ一 ド時には、装着部 1 が配される側の L c h 側 において

、内部マイクロホン 1 B による収音信号についての信号処理系に対応する機

能部 （図 8 に示 したマイクアンプ 1 0 〜コンプレッサ 1 3 ) が省略され、代

わ りに、 L c h 音楽信号を N C フィルタ 1 5 か ら出力されるノイズキャンセ

リング信号に加算するための加算部 2 4 と しての機能部が形成 される。

この場合は、該加算部 2 4 により得 られる L c h 音楽信号 とノイズキャン

セ リング信号 との加算信号がアンプ 1 6 にて増幅されてス ピーカ 1 S より出



力されることになる。

[0064] —方の R c h 側では、加算部 2 3 に対 して受話信号の代わりにR c h 音楽

信号が入力される以外、機能部の構成は図 8 の通話モー ド時と同様となる。

[0065] このように音楽聴取モ一 ド時には、当該実施例 2 としての収音システムは

、 L c h R c h の音楽信号に基づく音声を装着者 H に対 してノイズが抑制

された静音状態下にて聴取させるという、通常のN C機能付き音響再生シス

テムと同等の機能を有することになる。

[0066] ここで、上記説明からも理解されるように、実施例 2 としての収音システ

厶の各装着部 （1， 2 ) は、 F F 方式によるN C システム対応のイヤホン装

置の片側のチャンネルのイヤホン部に対 し、内部マイクロホン 1 B を追加す

るのみで実現可能なものである。すなわち、 F F 方式によるN C システム対

応のイヤホン装置はもともと左右のスピーカ （1 S 、 2 S ) とN C 用のノィ

ズ収音のための外部マイクロホン （1 C、 2 C ) とを有 しているため、実施

例 2 としての各装着部の実現のためには、一方のイヤホン部に対 して内部マ

イク口ホン 1 B を追加すれば良い。

このように既存の製品に対する変更箇所を少なくできるため、実施例 2 と

してのシステムの実現にあたっては、製品コス 卜の上昇が効果的に抑えられ

る。

[0067] なお確認のため述べておくと、実施例 2 についても、先の図 7 に示 したよ

うな 「一体型」 「分離型」の双方の構成を採り得るものである。

なおこの点は、以下で説明する各実施例についても同様である。

[0068] また、実施例 2 の収音システムは、ハー ドウェアで構成することも可能で

ある。

その場合の信号処理部 2 0 の構成として、先ず L c h 側については、図 8

に示すマイクアンプ 1 0 〜コンプレッサ 1 3 までを備えると共に、図 9 に示

すマイクアンプ 1 4 ， N C フィルタ 1 5 ，アンプ 1 4 ，及び加算部 2 4 を備

えるようにする。その上で、加算部 2 4 に対 してスィッチを介 して L c h 音

楽信号を入力するように構成 しておき、制御部 2 O A が、通話モー ド時には



上記スィツチをオフと して加算部 2 4 への L c h 音楽信号の供給が停止され

るように し、音楽聴取モ一 ド時には上記スィツチをオ ンと して加算部 2 4 へ

の L c h 音楽信号の供給が行われるようにする。なお、発話収音系について

は、通話モー ド時に対応 してのみマイクアンプ 1 0 〜コンプレッサ 1 3 を介

した収音信号 （送話信号）の出力が行われるように構成すればよい。

また R c h 側 については、受話信号 と音楽信号の供給 を信号処理部 2 0 外

部で行 うとする場合には、図 8 , 9 に示される構成、すなわちアンプ 1 7 ，マ

イクアンプ 1 7 ， N C フィルタ 2 2 ，加算部 2 3 を備えた上で、該加算部 2

3 に受話信号又は R c h 音楽信号を入力可能な構成すればよい。

[0069] [3-3. 実施例 3 ]

ここで、 これまでの各実施例では、通話時において、発話音の収音を行 う

側の c h にてノイズキャンセ リング音の出力のみを行い、受話音の出力は行

わないものと したので、受話音の聴取は発話音の収音を行わない側の c h の

みで行われるものとされている。

実施例 3 は、発話音の収音を行 う側の c h においても受話音の出力を行 う

ものと し、受話音の聴取が装着者 H の両耳にて行われるようにするものであ

る。

[0070] 図 1 0 は、実施例 3 と しての収音システムの構成 を示 した図である。

なお図 1 0 では装着部 1 と該装着部 1 側の c h の信号処理系の構成のみを

抽出 して示 しているが、実施例 3 において、装着部 2 の構成、及び装着部 2

側の c h の信号処理系の構成 については、例えば先の図 6 や図 8 に示 した構

成など、装着者 H に受話信号に基づ く受話音を聴取させることが可能な構成

が採 られればよい。

[0071 ] 先ず、 この場合の収音システムには、先の図 6 に示 した実施例 1 の収音シ

ステムとの比較で、信号処理部 3 に代えて信号処理部 2 5 が設けられる。信

号処理部 2 5 は、信号処理部 3 との比較で、新たに加算部 2 4 、ェコ一キヤ

ンセラ 2 6 、及び加算部 2 7 が追加された点が異なる。

[0072] 加算部 2 4 は、先の図 9 に示 した加算部 2 4 と同様、 N C フィルタ 1 5 よ



り出力されるノイズキャンセリング信号に受話信号を加算してアンプ 1 6 に

出力する。

これにより装着部 1内のスピーカ 1 S からは、ノイズキャンセリング音と

共に受話信号に基づく受話音が出力されることになる。

[0073] ここで、上記のような構成によると、スピーカ 1 S より出力される受話音（

及びノイズキャンセリング音）は、装着部 1の内部空間 1 V に放出されるので

、当該受話音は内部マイクロホン 1 B によって収音されてしまうことになる

。すなわち、この場合の内部マイクロホン 1 Bは、装着者Hの発話音と共に

受話音声も拾ってしまうこととなり、そのために相手方において発話音が聴

取され難くなる虞がある。

[0074] そこで実施例 3 では、内部マイクロホン 1 B による収音信号から、内部空

間 1 V を介して内部マイクロホン 1 B に収音されてしまう受話音の成分を引

き算するべく、エコーキャンセラ2 6 及び加算部 2 7 を設けるものとしてい

る。

[0075] エコーキャンセラ2 6 は、収音信号から受話信号そのものが引き算される

のではなく、実際に発話音の収音成分に加算されることになる 「スピーカ 1

S → 内部空間 1 V → 内部マイクロホン 1 B」を伝達した受話信号成分が引き

算されるべく、受話信号に対し、これらスピーカ 1 S の特性、内部空間 1 V

の音響空間特性、及び内部マイクロホン 1 Bのマイク特性を模した伝達関数

を用いたフィルタ処理 （等化処理）を施す。

[0076] 加算部 2 7 は、エコーキャンセラ2 6 によるフィルタ処理が施された受話

信号を、マイクアンプ 1 0 を介して入力される内部マイクロホン 1 B による

収音信号に対して加算し、その結果をノイズゲ一卜処理部 1 2 に出力する。

[0077] 上記のような構成により、相手方に聴取される受話音の成分を効果的に抑

制することができ、その結果、当該相手方において発話音がより明瞭に聴取

されるようにできる。

[0078] なお、上記例ではフィルタ内容を逐次更新するエコーキャンセラを設ける

ものとしたが、これに代えて、上述の各特性 （スピーカ 1 S の特性、内部空



間 1 V の音響空間特性、及び内部マイクロホン 1 B のマイク特性）を加味 し

た通常の等化処理 を行 うフィルタを設けるものと してもよい。

[0079] [3-4. 実施例 4 ]

図 1 1 は、実施例 4 と しての収音システムの構成 を示 した図である。

実施例 4 は、 ノイズキャンセ リング方式 と して F F 方式ではな くF B ( フ

イー ドバ ック）方式を採用するものである。

[0080] 図示するようにこの場合の収音システムにおいては、先の図 1 0 に示 した

実施例 3 の収音システムとの比較で、装着部 1 か ら外部マイクロホン 1 C が

省略されると共に、信号処理部 2 5 に代えて信号処理部 3 0 が設けられる。

信号処理部 3 0 は、信号処理部 2 5 との比較で、 F F 方式の N C 処理で用

い られていたマイクアンプ 1 4 、 N C フィルタ 1 5 が省略された上で、 F B

方式に対応する N C フィルタ 3 とイコライザ 3 2 とが設けられる。

なお確認のため述べてお くと、実施例 4 においても、受話信号がス ピーカ

1 S で再生された成分をエコーキャンセラ 2 6 を用いて引き算する点は実施

例 3 の場合 と同様 となる。

[0081 ] ここで、周知のように F B 方式は、装着部 1 の内部空間 1 V (ス ピーカ 1

S より音声が出力される空間）に伝播するノィズを収音 した結果に基づきノ

ィズキャンセ リング信号を生成する方式 となる。

ここでは F B 方式に対応 したノイズ収音を行 うマイクロホンと して、内部

マイクロホン 1 B を共用するものと している。

この場合、内部マイクロホン 1 B による収音信号は、マイクアンプ 1 0 に

て増幅された後、図のように加算部 2 7 とN C フィルタ 3 1 とに供給 される

[0082] N C フィルタ 3 1 は、マイクアンプ 1 0 を介 して入力される内部マイクロ

ホン 1 B による収音信号に対 して F B 方式に対応 した等化処理 を施すことで

、装着部 1 の内部空間 1 V 内に伝播するノイズを抑制するためのノイズキヤ

ンセ リング信号を生成する。

N C フィルタ 3 1 で得 られたノイズキャンセ リング信号は、加算部 2 4 に



よって、イコライザ 3 2 による等化処理が施された後の受話信号と加算され

、アンプ 1 6 に出力される。

これによりスピーカ 1 S からは F B方式に対応 したノイズキャンセリング

音が出力され、結果、内部空間 1 V のノイズの抑制が図られる。

[0083] ここで、 F B方式を採用する場合、 F F 方式の場合とは異なり、受話信号

に基づく音声はスピーカ 1 S で再生されたのち内部マイクロホン 1 B ( この

場合はノイズ収音用マイクとして兼用）に入りN C効果の影響を受けるため

、通常の再生とは音質が変わって しまう。このため、受話信号に対 しては、

予めこの影響を考慮 して音質を補正 しておくイコライザ 3 2 を設置 してある

[0084] 上記構成による実施例 4 によっても、内部空間 1 V に伝播 して装着者 H に

聴取されるノイズ音の抑制が図られるため、先の実施例 1 ~ 3 の場合と同様

の送話信号のS / N改善効果が得 られる。

また F B方式を採用することによっては、外部マイクロホン 1 C を省略で

きるメリッ卜もある。

[0085] [3-5. 実施例 5 ]

図 1 2 は、実施例 5 としての収音システムの構成を示 した図である。

実施例 5 では、 L ，Rの両 c h で収音 した発話信号についていわゆるビ一

厶フォ一ミング処理を施すことにより発話収音信号のさらなるS / N改善を

図る。

またこれと共に、ノイズキャンセリングの方式として F F 方式とF B方式

とを同時に動作させるいわゆるF F + F B方式を採用することで、装着部の

内部空間のノイズのさらなる抑制を図ることによつても、発話音収音のS /

N改善を図る。

また実施例 5 では、先の実施例 3 ，4 と同様に、スピーカ 1 S (及びスピ

—力2 S ) から受話音の出力も行う。

[0086] 図 1 2 において、実施例 5 の収音システムは、先の図 8 に示 した実施例 2

の収音システムと比較 して、 R c h 側においても外耳道 H A 経由での発話音



収音とF B方式によるノイズキャンセリング処理とが可能となるようにすベ

く、装着部 2 の内部空間 2 V 内に内部マイクロホン2 B が設けられる。また

これと共に、信号処理部 2 0 に代えて信号処理部 3 5 が設けられる点が異な

る。

[0087] 信号処理部 3 5 は、信号処理部 2 0 との比較で以下の点が異なる。

先ず、装着部 1側であるL c h 側の構成については、 F B方式への対応と

受話音出力への対応のため、加算部 2 4 、 N C フィルタ3 1、エコーキャン

セラ2 6 、及び加算部 2 7 が追加される。

—方、装着部 2 側であるR c h 側の構成については、 F B方式に対応すベ

くマイクアンプ3 6 とN C フィルタ3 7 とが追加されると共に、エコーキヤ

ンセラ3 8 、加算部 3 9 が追加される。

また両 c h 共通の構成として、 F B方式への対応のため受話信号に対 して

等化処理を行うイコライザ 3 2 、及びビ一厶フォ一ミング処理部 4 0 が追加

される。

[0088] L c h 側において、 F B方式に対応するN C フィルタ3 1 に対 しては、マ

イクアンプ 1 0 により増幅された内部マイクロホン 1 B による収音信号が入

力され、該 N C フィルタ3 1 の出力が加算部 2 4 に供給される。

この場合の加算部 2 4 は、上記 N C フィルタ3 1 の出力と、 F F 方式のN

C フィルタ 1 5 の出力と、 F B方式で用いられるイコライザ 3 2 による等化

処理を経た後の受話信号とを加算するものとされ、その結果をアンプ 1 6 に

出力する。

[0089] また、 R c h 側においても同様に、 F B方式に対応するN C フィルタ3 7

に対 しては、マイクアンプ3 6 により増幅された内部マイクロホン2 B によ

る収音信号が入力され、該 N C フィルタ3 7 の出力は加算部 2 3 に供給され

る。

この場合の加算部 2 3 は、上記 N C フィルタ3 7 の出力と、 F F 方式のN

C フィルタ2 2 の出力と、イコライザ 3 2 を経た受話信号とを加算するもの

とされ、その結果をアンプ 1 7 に出力する。



[0090] 上記のような L c h 側、 R c h 側の構成 により、 L c h R c h の双方で

F F + F B 方式によるノイズキャンセ リング処理が実現 されるものとなる。

ここで、下記参考文献 2 にも開示されるように、 F F + F B 方式によれば

、 F F 方式又は F B 方式を単体で動作させる場合 との比較で、 より広帯域で

且つより大 きなノィズ低減効果を実現することができる。つまり上記構成 に

よれば、内部空間 1 V ， 2 V の ノイズをより効果的に抑制することができ、

結果、発話収音信号のさらなる S / N 改善 を図ることができる。

また、内部空間 1 V ， 2 V の ノイズをより効果的に抑制できることで、同

時に、装着者 H による受話音の聞 き取 り容易性のさらなる向上も図 られる。

なおこの場合、各 N C フィルタ （1 5 ， 2 2 ， 3 1 ， 3 7 ) のフィルタ特

性は F F + F B 方式に対応 して適切 に設定されるべ きことは言 うまでもない

参考文献 2 特開 2 0 0 8 _ 1 1 6 7 8 2 号公報

[0091 ] また信号処理部 3 5 には、ス ピーカ 1 S ， 2 S よ り受話音の出力を行 うこ

とに対応 して、先の実施例 3 ， 4 と同様のエコーキャンセラ 2 6 、及びェコ

—キャンセラ 3 8 が設けられる。

エコーキャンセラ 2 6 は、イコライザ 3 2 を経た受話信号を入力 し、先の

実施例 3 にて説明 したものと同様のエコーキャンセル処理 を施す。エコーキ

ヤ ンセラ 2 6 の出力は、加算部 2 7 により、マイクアンプ 1 0 にて増幅され

た後の内部マイクロホン 1 B による収音信号 と加算される。

またエコーキャンセラ 3 8 は、イコライザ 3 2 を経た受話信号を入力 し、

先の実施例 3 にて説明 したものと同様のエコーキャンセル処理 を施す。ェコ

—キャンセラ 3 8 の出力は、加算部 3 9 により、マイクアンプ 3 6 にて増幅

された後の内部マイクロホン 2 B による収音信号 と加算される。

[0092] 上記のような構成 により、内部マイクロホン 1 B ， 2 B による収音信号に

それぞれ混入することとなる受話音の成分についての抑制が図 られ、結果、

相手方にて聴取される発話音をより明瞭化できる。

[0093] また、信号処理部 3 5 においては、 ビームフ ォー ミング処理部 4 0 が設け



られる。

ビ一厶フ才一ミング処理部 4 0 は、加算部 2 7 より得 られる内部マイク口

ホン 1 B による収音信号 （L c h 側収音信号）と加算部 3 9 より得 られる内

部マイクロホン2 B による収音信号 （R c h 側収音信号）とを入力 し、 ビ一

厶 フ才一 ミング処理を行う。

[0094] ここで、 L c h ， R c h の収音信号を用いた具体的なビ一厶 フ才一ミング

処理の例 としては、最も単純には、 L c h 収音信号とR c h 収音信号とを加

算する処理を挙げることができる。

図 1 2 に示す構成によれば、 L c h 側で発話収音を行う内部マイクロホン

1 B とR c h 側で発話収音を行う内部マイクロホン2 B は、発話音源である

装着者 H の口 （声帯）から略等距離の位置にあることになるので、 ビ一厶フ

才一 ミング処理部 4 0 にてそれ らの収音信号を加算することで、発話音源方

向からの音 （外耳道 H A 経由）を効率的に抽出 し、それ以外の方向からの音

( ノイズ成分）は抑制することができる。すなわち、発話収音信号のさらな

るS / N改善が図られるものである。

[0095] なお、 ビ一厶 フ才一ミング処理の具体的手法としては、上記の加算以外に

も、例えば音源方向からの音声成分を収音信号についての音声解析結果から

判定 しその判定結果から音源方向からの音声成分のみを抽出する手法などを

採 り得る。 このとき、上記音声解析の具体的処理 としては、収音信号中の支

配的な成分を判定する処理を行うものとすればよい。

何れにせよ、 ここで言うビ一厶フ才一ミング処理 としては、音源方向から

の音声成分は強調 し、それ以外の方向からの音声成分は抑制させる処理を行

うものとすればよい。

[0096] なお、実施例 5 において、発話収音信号のさらなるS / N改善を図るため

の信号処理 としては、上記のようなビ一厶 フォ一ミング処理以外にも、例え

ばS S 法 （S S ：Spect rum Subt ract i on) などによるノイズ リダクション処

理を行うものとしてもよい。

S S 法のノィズ リダクション処理については例えば下記参考文献 3 に開示



されている。

また、 F F 方式や F B方式によるノイズキャンセリング処理とS S 法など

によるノイズリダクシヨン処理とを同時動作させる構成に関 しても下記参考

文献 3 に開示されている。

参考文献 3 特開 2 0 1 0 _ 1 1 1 1 7 号公報

[0097] < 4 . 変形例>

以上、本技術に係る実施の形態について説明 したが、本技術はこれまでで

説明 した具体例に限定されるべきものではない。

例えばこれまでの説明では、本技術に係る収音システムを通話用途に用い

る場合を例示 したが、本技術は、収音 した発話信号を録音するシステムにも

好適 に適用でさる。

[0098] またこれまでの説明では、収音はモノラルで行うものとしたが、特に上記

の録音システムへの適用を考慮 した場合等には、ステレオ収音を行うように

構成することもできる。この場合、イコライザ 1 1、ノイズゲ一 卜処理部 1

2 、コンプレッサ 1 3 は L c h 側、 R c h 側にそれぞれ独立に設けることに

なる。

[0099] またこれまでの説明では、スピーカ 1 S， 2 S についてはB A 型によるも

のを用いるものとしたが、これに代えてダイナミック型やコンデンサ型など

によるものを用いることもできる。

また内部マイクロホン 1 B， 2 B や外部マイクロホン 1 C， 2 C に関 して

も方式は特に問わない。

[01 00] また、本技術は以下に示す構成とすることもできる。

( )

少なくともその一部が耳孔部に揷入可能に構成されると共に、上記耳孔部

への装着状態下においてその内部に外耳道と連接する略密閉な内部空間が形

成されるように構成された装着部と、

上記装着部の上記内部空間内に配されて、上記耳孔部への装着状態下にお

いて装着者により発せられ上記外耳道を通 じて伝播する発話音を収音する内



部マイクロホ ンと、

上記内部マイクロホ ンによる収音信号 に対 して高域強調型のィコライジン

グ処理 を施すィコライジング処理部 と、

上記装着部の上記内部空間内に配 されたス ピーカと、

上記装着部 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基づ き、上

記装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低減するための ノィズキャンセ

リング音 を上記ス ピーカよ り出力させるノイズキャンセ リング処理部 と

を備 える耳孔装着型収音装置。

( 2 )

上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、

上記装着部の外部音 を収音するように配 された外部マイクロホ ンによる収

音信号 に基づ きフィー ドフ 才 一 ヮ一 ド方式によるノイズキャンセ リング信号

を生成 し、 当該 ノイズキャンセ リング信号 に基づ く上記 ノイズキャンセ リン

グ音 を上記ス ピーカよ り出力させる

上記 （1 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 3 )

上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、

上記装着部の上記内部空間内の音 を収音するように配 されたマイクロホ ン

による収音信号 に基づ きフィー ドバ ック方式によるノイズキャンセ リング信

号 を生成 し、 当該 ノイズキャンセ リング信号 に基づ く上記 ノイズキャンセ リ

ング音 を上記ス ピーカよ り出力させる

上記 （1 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 4 )

上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、

上記内部マイクロホ ンによる収音信号 に基づ き上記 フィー ドバ ック方式に

よるノイズキャンセ リング信号 を生成する

上記 （3 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 5 )



上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、

上記装着部の外部音 を収音するように配 された外部マイクロホ ンによる収

音信号 に基づ きフィー ドフ才一ヮ一 ド方式によるノイズキャンセ リング信号

を生成すると共 に、上記装着部の上記内部空間内の音 を収音するように配 さ

れたマイクロホ ンによる収音信号 に基づ きフィー ドバ ック方式によるノイズ

キャンセ リング信号 を生成 し、 それ ら 2 つの ノイズキャンセ リング信号 に基

づ く上記 ノィズキャンセ リング音 を上記ス ピ一力よ り出力させる

上記 （1 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 6 )

上記装着部 と して、

上記装着者の一方の耳 に対 して装着 されるべ き第 1 の装着部 と、他方の耳

に対 して装着 されるべ き第 2 の装着部 とを有 してお り、

上記第 1 の装着部の上記内部空間内に対 して上記内部マイクロホ ン、上記

ス ピーカがそれぞれ第 1 の内部マイクロホ ン、第 1 のス ピーカと してそれぞ

れ配 され、

上記 ノイズキャンセ リング処理部 と して、

上記第 1 の装着部側 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基

づ き、上記第 1 の装着部の上記内部空間に伝播するノイズを低減するための

第 1 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 1 のス ピーカよ り出力させる第 1 の

ノイズキャンセ リング処理部 を有すると共 に、

上記第 2 の装着部の上記内部空間内に対 して第 2 のス ピ一力が配置 されて

お り、

上記第 2 のス ピーカよ り受話信号 に基づ く音声 を出力させる第 2 の受話音

出力部 を備 える

上記 （1 ) ~ ( 5 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 7 )

上記第 2 の装着部側 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基

づ き、 当該第 2 の装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低減するための



第 2 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 2 のス ピーカよ り出力させる第 2 の

ノイズキャンセ リング処理部 を備 える

上記 （6 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 8 )

入力 される受話信号 に基づ く受話音声 と上記 ノイズキャンセ リング処理部

によるノイズキャンセ リング音 とを上記ス ピーカよ り出力させる音声出力処

理部 と、

上記受話信号 に基づ き、上記内部マイクロホ ンによる収音信号か ら、上記

ス ピーカよ り出力された上記受話音の成分 を除去する受話音除去処理部 とを

備 える

上記 （1 ) ~ ( 7 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 9 )

上記 ノイズキャンセ リング処理部 によるノイズキャンセ リング音のみが上

記ス ピーカよ り出力される通話時モ一 ドと、

上記 ノイズキャンセ リング処理部 によるノイズキャンセ リング音 と外部 よ

り入力される聴取用音声信号 に基づ く聴取用音声 とが上記ス ピーカよ り出力

される聴取時モー ドとの切 り替えが行われるように制御 を行 う制御部 を備 え

る

上記 （1 ) ~ ( 8 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 0 )

上記装着部 と して、

上記装着者の一方の耳 に対 して装着 されるべ き第 1 の装着部 と、他方の耳

に対 して装着 されるべ き第 2 の装着部 とを有 してお り、

上記第 1 の装着部の上記内部空間内には、上記内部マイクロホ ン、上記ス

ピ一力と してそれぞれ第 1 の内部マイクロホ ン、第 1 のス ピーカが配 され、

上記第 2 の装着部の上記内部空間内には、上記内部マイクロホ ン、上記ス

ピ一力と してそれぞれ第 2 の内部マイクロホ ン、第 2 のス ピーカが配 され、

上記 ノイズキャンセ リング処理部 と して、



上記第 1 の装着部側 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基

づ き、上記第 1 の装着部の上記内部空間に伝播するノイズを低減するための

第 1 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 1 のス ピーカよ り出力させる第 1 の

ノイズキャンセ リング処理部 と、上記第 2 の装着部側 に対 して設 け られたマ

イク口ホ ンによる収音信号 に基づ き、上記第 2 の装着部の上記内部空間に伝

播するノィズを低減するための第 2 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 2 の

ス ピーカよ り出力させる第 2 の ノイズキャンセ リング処理部 とを有すると共

に、 上記第 1 の内部マイクロホ ンによる収音信号 と上記第 2 の内部マイク

口ホ ンによる収音信号 とに基づ くビ一厶 フ 才一 ミング処理 を行 うビ一厶 フ 才

— ミング処理部 を備 える

上記 （1 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( )

上記 ィコライジング処理部及び上記 ノイズキャンセ リング処理部が上記装

着部の内部 に設 け られる

上記 （1 ) ~ ( 1 0 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( )

上記 内部マイクロホ ンによる収音信号 に対 して ノイズゲ一 卜処理 を施す ノ

ィズゲ一 卜処理部 を備 える

上記 （1 ) ~ ( 1 1 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( 3 )

上記 内部マイクロホ ンによる収音信号 に対 してコンプ レッサ処理 を施すコ

ンプ レッサ処理部 を備 える

上記 （1 ) ~ ( 1 2 ) に記載の耳孔装着型収音装置。

( )

少な くともその一部が耳孔部 に揷入可能 に構成 されると共 に、上記耳孔部

への装着状態下においてその内部 に外耳道 と連接する略密閉な内部空間が形

成 されるように構成 された装着部の上記内部空間内に配 されて、上記耳孔部

への装着状態下において装着者 によ り発せ られ上記外耳道 を通 じて伝播する



発話音 を収音する内部マイクロホ ンによる収音信号 に対 して、高域強調型の

ィコライジング処理 を施すィコライジング処理部 と、

上記装着部 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基づ き、上

記装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低減するための ノィズキャンセ

リング音 を上記装着部の上記内部空間内に配 されたス ピーカよ り出力させる

ノイズキャンセ リング処理部 と

を有する信号処理装置。

符号の説明

1 , 2 装着部、 1 A , 2 A 耳孔揷入部、 1 B , 2 B 内部マイクロホ ン、

C , 2 C 外部マイクロホ ン、 1 S , 2 S ス ピーカ、 1 V , 2 V 内部空間

、 3 , 2 0 , 2 5 , 3 0 , 3 5 信号処理装置、 1 0 , 1 4 , 2 1 , 3 6 マイクァ

ンプ、 1 1 , 3 2 イコライザ、 1 2 ノイズゲ一 卜処理部、 1 3 コンプ レ

ッサ、 1 5 , 2 2 N C フィル タ （F F 方式）、 1 6 , 1 7 アンプ、 2 O A

制御部、 2 3 , 2 4 , 2 7 , 3 9 加算部、 2 6 , 3 8 エ コーキャンセラ （

又はフィル タ）、 3 1 , 3 7 N C フィル タ （F B 方式）、 4 0 ビ一厶フ才

— ミング処理部、 5 0 外部装置



請求の範囲

[ 請求項 1] 少な くともその一部が耳孔部 に挿入可能 に構成 されると共 に、上記

耳孔部への装着状態下においてその内部 に外耳道 と連接する略密閉な

内部空間が形成 されるように構成 された装着部 と、

上記装着部の上記内部空間内に配 されて、上記耳孔部への装着状態

下において装着者 によ り発せ られ上記外耳道 を通 じて伝播する発話音

を収音する内部マイクロホ ンと、

上記内部マイクロホ ンによる収音信号 に対 して高域強調型のィコラ

ィジング処理 を施すィコライジング処理部 と、

上記装着部の上記内部空間内に配 されたス ピーカと、

上記装着部 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基づ

き、上記装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低減するための ノ

ィズキャンセ リング音 を上記ス ピ一力よ り出力させるノイズキャンセ

リング処理部 と

を備 える耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 2 ] 上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、

上記装着部の外部音 を収音するように配 された外部マイクロホ ンに

よる収音信号 に基づ きフィ一 ドフ才一ヮ一 ド方式によるノイズキャン

セ リング信号 を生成 し、 当該 ノイズキャンセ リング信号 に基づ く上記

ノイズキャンセ リング音 を上記ス ピ一力よ り出力させる

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 3 ] 上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、

上記装着部の上記内部空間内の音 を収音するように配 されたマイク

口ホ ンによる収音信号 に基づ きフィー ドバ ック方式によるノイズキヤ

ンセ リング信号 を生成 し、 当該 ノイズキャンセ リング信号 に基づ く上

記 ノイズキャンセ リング音 を上記ス ピーカよ り出力させる

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 4 ] 上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、



上記内部マイクロホ ンによる収音信号 に基づ き上記 フィ一 ドバ ック

方式によるノイズキャンセ リング信号 を生成する

請求項 3 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 5 ] 上記 ノイズキャンセ リング処理部 は、

上記装着部の外部音 を収音するように配 された外部マイクロホ ンに

よる収音信号 に基づ きフィ一 ドフ才一ヮ一 ド方式によるノイズキャン

セ リング信号 を生成すると共 に、上記装着部の上記内部空間内の音 を

収音するように配 されたマイクロホ ンによる収音信号 に基づ きフィ一

ドバ ック方式によるノイズキャンセ リング信号 を生成 し、 それ ら 2 つ

の ノイズキャンセ リング信号 に基づ く上記 ノイズキャンセ リング音 を

上記ス ピーカよ り出力させる

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 6 ] 上記装着部 と して、

上記装着者の一方の耳 に対 して装着 されるべ き第 1 の装着部 と、他

方の耳 に対 して装着 されるべ き第 2 の装着部 とを有 してお り、

上記第 1 の装着部の上記内部空間内に対 して上記内部マイクロホ ン

、上記ス ピーカがそれぞれ第 1 の内部マイクロホ ン、第 1 のス ピーカ

と してそれぞれ配 され、

上記 ノイズキャンセ リング処理部 と して、

上記第 1 の装着部側 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信

号 に基づ き、上記第 1 の装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低

減するための第 1 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 1 のス ピーカよ

り出力させる第 1 の ノイズキャンセ リング処理部 を有すると共 に、

上記第 2 の装着部の上記内部空間内に対 して第 2 のス ピー力が配置

されてお り、

上記第 2 のス ピーカよ り受話信号 に基づ く音声 を出力させる第 2 の

受話音出力部 を備 える

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。



上記第 2 の装着部側 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信

号 に基づ き、 当該第 2 の装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低

減するための第 2 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 2 のス ピーカよ

り出力させる第 2 の ノイズキャンセ リング処理部 を備 える

請求項 6 に記載の耳孔装着型収音装置。

入力される受話信号 に基づ く受話音声 と上記 ノイズキャンセ リング

処理部 によるノイズキャンセ リング音 とを上記ス ピーカよ り出力させ

る音声出力処理部 と、

上記受話信号 に基づ き、上記内部マイクロホ ンによる収音信号か ら

、上記ス ピ一力よ り出力された上記受話音の成分 を除去する受話音除

去処理部 とを備 える

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

上記 ノイズキャンセ リング処理部 によるノイズキャンセ リング音の

みが上記ス ピ一力よ り出力される通話時モ一 ドと、

上記 ノイズキャンセ リング処理部 によるノイズキャンセ リング音 と

外部 よ り入力される聴取用音声信号 に基づ く聴取用音声 とが上記ス ピ

—力よ り出力される聴取時モー ドとの切 り替えが行われるように制御

を行 う制御部 を備 える

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

上記装着部 と して、

上記装着者の一方の耳 に対 して装着 されるべ き第 1 の装着部 と、他

方の耳 に対 して装着 されるべ き第 2 の装着部 とを有 してお り、

上記第 1 の装着部の上記内部空間内には、上記内部マイクロホ ン、

上記ス ピーカと してそれぞれ第 1 の内部マイクロホ ン、第 1 のス ピ一

力が配 され、

上記第 2 の装着部の上記内部空間内には、上記内部マイクロホ ン、

上記ス ピーカと してそれぞれ第 2 の内部マイクロホ ン、第 2 のス ピ一

力が配 され、



上記 ノイズキャンセ リング処理部 と して、

上記第 1 の装着部側 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信

号 に基づ き、上記第 1 の装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低

減するための第 1 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 1 のス ピーカよ

り出力させる第 1 の ノイズキャンセ リング処理部 と、上記第 2 の装着

部側 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基づ き、上記

第 2 の装着部の上記内部空間に伝播するノイズを低減するための第 2

の ノイズキャンセ リング音 を上記第 2 のス ピーカよ り出力させる第 2

の ノイズキャンセ リング処理部 とを有すると共 に、

上記第 1 の内部マイクロホ ンによる収音信号 と上記第 2 の内部マイ

クロホ ンによる収音信号 とに基づ くビームフォー ミング処理 を行 うビ

—厶フォー ミング処理部 を備 える

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 11] 上記 ィコライジング処理部及び上記 ノイズキャンセ リング処理部が

上記装着部の内部 に設 け られる

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 12 ] 上記内部マイクロホ ンによる収音信号 に対 して ノィズゲ一 卜処理 を

施す ノイズゲ一 卜処理部 を備 える

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 13 ] 上記内部マイクロホ ンによる収音信号 に対 してコンプ レツサ処理 を

施すコンプ レツサ処理部 を備 える

請求項 1 に記載の耳孔装着型収音装置。

[ 請求項 14] 少な くともその一部が耳孔部 に挿入可能 に構成 されると共 に、上記

耳孔部への装着状態下においてその内部 に外耳道 と連接する略密閉な

内部空間が形成 されるように構成 された装着部の上記内部空間内に配

されて、上記耳孔部への装着状態下において装着者 によ り発せ られ上

記外耳道 を通 じて伝播する発話音 を収音する内部マイクロホ ンによる

収音信号 に対 して、高域強調型のィコライジング処理 を施すィコライ



ジング処理部 と、

上記装着部 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる収音信号 に基づ

き、上記装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低減するための ノ

ィズキャンセ リング音 を上記装着部の上記内部空間内に配 されたス ピ

—力よ り出力させるノイズキャンセ リング処理部 と

を有する信号処理装置。

[ 請求項 15 ] 少な くともその一部が耳孔部 に挿入可能 に構成 されると共 に、上記

耳孔部への装着状態下においてその内部 に外耳道 と連接する略密閉な

内部空間が形成 されるように構成 された装着部の上記内部空間内に配

された内部マイクロホ ンによって、上記耳孔部への装着状態下におい

て装着者 によ り発せ られ上記外耳道 を通 じて伝播する発話音 を収音す

る収音 し、且つ、上記装着部 に対 して設 け られたマイクロホ ンによる

収音信号 に基づ き、上記装着部の上記内部空間に伝播するノィズを低

減するための ノイズキャンセ リング音 を上記装着部の上記内部空間内

に配 されたス ピーカよ り出力させる収音 ノイズキャンセ リング処理

手順 と、

上記収音 ノイズキャンセ リング処理手順 によって上記内部マイク

口ホ ンよ り得 られる収音信号 に対 して、高域強調型のィコライジング

処理 を施すィコライジング処理手順 と

を有する収音方法。
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mi crophone whi ch i s di spo sed on the f i r st mount ing part s ide , output s from
the f i r st speaker a f i r st no i se cance l l at ion sound for minimi z ing noi se whi ch
propagate s i n the inte r i or space of the f i r st mount ing part , and a second noi se
cance l l at ion proce ssi ng uni t whi ch , bas ed on a p i ckup signal from a mi crophone
whi ch i s di spo sed on the second mount ing part s ide , output s from the second
speaker a second no i se cance l l at ion sound f or mi nimi zi ng no i se whi ch propagate s
i n the inte r i or space of the second mount ing part ; and provi ded with a beam
formi ng pro cessing unit whi ch carrie s out a beam f orming pro cess based on the
p i ckup signal from the f i r st i nternal mi crophone and the pi ckup signal from
the second inte rnal mi crophone -
I nventi on 6, the invent ion accordi ng t o claim 11 : the equal i zi ng proce ssi ng
uni t and the no i se cancel lati on pro cessing uni t are di spo sed i n the inte r i or
o f the mounti ng part .
I nventi on 7, the invent ion acco rding t o claims 12 and 13 : provi ded with
eithe r a no i se gate pro cessing unit whi ch carri es out a noi se gate pro cess ,
or a compre ssor pro cessing unit whi ch carri es out a compre ssor pro cess ,
on the p i ckup signal from the i nternal mi crophone -

Form PCT/ISA/210 (extra sheet) (July 2009)
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日本 国実用新 案 登録公 報 1 9 9 6 — 2 0 1 2 年
日本 国登録 実用新 案公 報 1 9 9 4 2 0 1 2 年

国 際調 査 で使 用 した電 子デ ー タベ ー ス （デ ー タベ ー ス の 名称 、調 査 に使 用 した用 語 ）

C . 関連 す る と認 め られ る文献

引用文 献 の 関連す る
カテ ゴ リ一 水 引用文 献名 及 び一部 の箇所 が 関連 す る とき は、 そ の 関連す る箇所 の表 示 請 求項 の番 号

X JP 2010-147982 A (ホ シデ ン株 式 会 社 ） 2010. 07. 01, 図 5 、 【0 0 1 1-15

2 】、 【0 0 1 4 】 一 【0 0 1 6 】、 【0 0 2 1 】、 【0 0 2 5 】 （フ ァ

ミ リー な し）
X JP 8-79873 A ( ソニ ー株 式 会 社 ）1996. 03. 22， 図 1 、 【0 0 0 1 】、 【0 1-5 ，8，11-15

A 0 1 1 】 — 【0 0 1 7 】、 【0 0 2 2 】 — 【0 0 2 9 】 （フ ァ ミ リー 6，7，9，10

な し）

A JP 2009-141698 A ( ロー ム株 式 会 社 ）2009· 06. 25, 図 3 、 【0 0 2 1 】、 2

【0 0 2 2 】 & US 2009/0147982 A1

c 欄 の続 き に も文 献 が列 挙 され てい る。 パ テ ン トフ ァ ミ リー に関す る別紙 を参 照。

* 引用 文献 の カテ ゴ リー の 日の後 に公 表 され た文献
ΓΑ 」特 に 関連 の あ る文献 で は な く、一般 的技術 水 準 を示す 「τ 」国際 出願 日又 は優 先 日後 に公 表 され た文 献 で あ って

もの 出願 と矛 盾 す る も の で はな く、発 明 の原 理 又 は理 論
ΓΕ 」国 際 出願 日前 の 出願 また は特許 で あ るが 、国際 出願 日 の理解 のた め に引用す るもの

以後 に公 表 され た もの r x 」特 に 関連 の あ る文献 で あ って 、 当該 文献 のみ で発 明
「L 」優 先 権 主 張 に疑 義 を提起 す る文 献 又 は他 の文献 の発 行 の新 規性 又 は進 歩性 が ない と考 え られ る もの

日若 し くは他 の特 別 な理 由 を確 立 す るた め に 引用 す ΓΥ 」特 に 関連 の あ る文献 で あ って 、 当該 文献 と他 の 1 以
る文 献 （理 由を付す ） 上 の文 献 との 、当業者 に とって 自明 で あ る組 合せ に

Γθ 」 口頭 に よ る開示 、使 用 、展示 等 に言及 す る文 献 よって進 歩性 が ない と考 え られ る も の

「Ρ 」国 際 出願 日前 で、かつ優 先 権 の主 張の基礎 とな る出願 Γ& 」 同一 パ テ ン トフ ァ ミ リー文献

国 際調 査 を完 了 した 日 国際調 査 報告 の発 送 日
2 0 . 1 2 . 2 0 1 2 0 8 . 0 1 . 2 0 3

国 際調 査機 関の名 称及 び あて先 特許 庁審 査官 （権 限 の あ る職員 ） 5 Ζ 4 1 8 8

日本 国特許 庁 （I S A J Ρ )
冨澤 直樹

郵便番 号 1 0 0 — 8 9 1 5
東 京 都 千代 田区霞 が 関三 丁 目 4 番 3 号 電話番 号 0 3 — 3 5 8 1 — 1 1 0 1 内線 3 5 9 1

様 式 P C T l S A 2 1 0 (第 2 ペ ー ジ） （2 0 0 9 年 7 月 ）



国際調査報告 国際出願番号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 8 1 0 5 5

第 Π欄 請求の範囲の一部の調査ができない ときの意見 （第 1 ページの 2 の続き）

法第 8条第3項 （P C T 17条 （2) (a) ) の規定によ り、 こ の 国際調査報告 は次の理 由に よ り請求の範 囲の一部 について作
成 しなかった。

1 . 請求項 は、この国際調査機 関が調査 をす ることを要 しない対象 に係 るものである。
つま り、

2 . 請求項 は、有意義な国際調査 をす ることができる程度まで所定の要件 を満
ない国際出願 の部分に係 るものである。つま り、

3 . 請求項 は、従属請求の範囲であって P C T 規則 6. 4 (a) の第 2 文及び第3文の規定に
従って記載 されていない。

第 欄 発明の単一性が欠如 しているときの意見 （第 1 ページの 3 の続 き）

次に述べ るよ うにこの国際出願 に二以上の発明があるとこの国際調査機 関は認 めた。
文献 1 にはイヤホンマイ クにおいて、周囲の雑音 な どに影響 を受 けない明瞭な通話 を実現

す るために、カナル型 のィァホンの主音道 2 1 に連通 してマイクロホン 1 9 を配置 し、マイク
口ホ ン 1 9 は耳内で発生 した音声のみを拾 うが、耳内では高域が減退す る傾 向にあるため、周
波数特性補正回路で高域 を持 ち上げて明瞭度 を上げるものであって、マイクロホンを 2 つ組み
込み、第 2 のマイクロホ ン 2 8 は外部に連通 させ、外部の騒音 を拾って ノイズキ ャ ン セ ル 用 と
して使用す ることが記載 されてい る。 したがって、請求項 1 、 1 4 、 1 5 に係 る発 明は、文
献 1 に記載 された発 明に対 して新規性 が認 め られず、特別 な技術的特徴 を有 しない。 したが
つて、請求 の範 囲には、以下の特別 な技術的特徴 を有す る 7 の発 明 （群）が含 まれ る。

< 以下、特別ページ参照 〉

1 . 出願人が必要な追加調査手数料 をすベて期間内に納付 したの で 、 この 国際調査報告は、すべての調査可能な請求
項について作成 した。

2 . 追加調査手数料 を要求す るまでもなく、すべての調査可能な請求項について調査す ることができたので、追加調
查手数料の納付 を求めなかった。

3 . 出願人が必要な追加調査手数料 を一部のみ しか期間内に納付 しなかったの で 、 この国際調査報告は、手数料の納
付のあった次の請求項のみについて作成 した。

4 . 出願人が必要な追加調査手数料 を期間内に納付 しなかったの で 、 この 国際調査報告は、請求の範囲の最初に記載
されてい る発明に係 る次の請求項について作成 した。

追加調査手数料の異議の申立てに関す る注意
□ 追加調査手数料及び、該当す る場合には、異議 申立手数料の納付 と共に、出願人か ら異議 申立てがあった。

追加調査手数料の納付 と共に出願人か ら異議 申立てがあつたが、異議 申立手数料が納付命令書に示 した期間
内に支払われなかった。

追加調査手数料の納付はあったが、異議 申立てはなかった。

様式 P C T I S A 2 1 0 (第 1 ページの続葉 （2 ) ) ( 2 0 0 9 年 7 月）



国際調査報告 国際出願番号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 8 1 0 5 5

< 第 m 欄 の続 き 〉
なお、特別 な技術的特徴 を有 しない請求項 1 、 1 4 、 1 5 に係 る発 明は、発 明 1 に区分す

¾
(発 明 1 ) 請求項 1 5 、 1 4 、 1 5 に係 る発 明
「上記 ノイズキ ャ ンセ リング処理部 は、上記装着部 の外部音 を収音す るよ うに配 された外部

マイ ク ロホ ンに よる収音信 号 に基づ きフィー ドフォー ヮー ド方式 に よるノイズ キ ャ ンセ リ
ング信号 を生成 し、当該 ノイズキ ャ ンセ リング信号に基づ く上記 ノイズキ ャ ンセ リング音 を
上記 ス ピーカ よ り出力 させ る」または 「上記 ノイズキ ャ ンセ リング処理部 は、上記装着部 の
上記 内部空 間内の音 を収音す るよ うに配 され たマイ ク ロホ ンに よる収音信 号 に基づ きフィ
一 ドバ ック方式に よるノイズキャンセ リング信号 を生成 し、当該 ノイズキャンセ リング信号
に基づ く上記 ノイズキ ャ ンセ リング音 を上記 ス ピーカ よ り出力 させ る」。
(発 明 2 ) 請求項 6 、 7 に係 る発 明

上記装着部 として、上記装着者 の一方 の耳に対 して装着 され るべ き第 1 の装着部 と、他方の耳
に対 して装着 され るべ き第 2 の装着部 とを有 してお り、上記第 1 の装着部の上記 内部空間内に
対 して上記 内部マイクロホ ン、上記 ス ピーカがそれぞれ第 1 の 内部マイクロホ ン、第 1 のス ピ
一力 としてそれぞれ配 され、上記 ノイズキ ャ ンセ リング処理部 として、上記第 1 の装着部側 に
対 して設 け られたマイクロホンによる収音信号に基づ き、上記第 1 の装着部の上記 内部空間に
伝播す るノィズを低減す るための第 1 の ノイズキ ャ ンセ リング音 を上記第 1 の ス ピー力 よ り
出力 させ る第 1 の ノイズキ ャ ンセ リング処理部 を有す ると共に、上記第 2 の装着部の上記 内部
空間内に対 して第 2 の ス ピー力が配置 されてお り、上記第 2 の ス ピー力 よ り受話信号に基づ く
音声 を出力 させ る第 2 の受話音出力部 を備 える。
(発 明 3 ) 請求項 8 に係 る発 明

入力 され る受話信号に基づ く受話音声 と上記 ノイズキ ャ ンセ リング処理部 に よるノイズキヤ
ンセ リング音 とを上記 ス ピーカ よ り出力 させ る音声出力処理部 と、上記受話信号に基づ き、上
記 内部マイクロホンによる収音信号か ら、上記 ス ピーカ よ り出力 された上記受話音の成分 を除
去す る受話音除去処理部 とを備 える。
(発 明 4 ) 請求項 9 に係 る発 明

上記 ノイズキャンセ リング処理部 に よるノイズキャンセ リング音 のみが上記 ス ピーカ よ り
出力 され る通話時モー ドと、上記 ノイズキャンセ リング処理部 に よるノイズキャンセ リング
音 と外部 よ り入力 され る聴 取用音声信 号 に基づ く聴 取用音声 とが上記 ス ピーカ よ り出力 さ
れ る聴取時モー ドとの切 り替 えが行 われ るよ うに制御 を行 う制御部 を備 える。
(発 明 5 ) 請求項 1 0 に係 る発 明

上記装着部 として、上記装着者 の一方 の耳に対 して装着 され るべ き第 1 の装着部 と、他方 の
耳に対 して装着 され るべ き第 2 の装着部 とを有 してお り、上記第 1 の装着部 の上記 内部空間
内には、上記 内部マイ クロホ ン、上記ス ピーカ としてそれぞれ第 1 の内部マイ クロホ ン、第
1 のス ピーカが配 され、上記第 2 の装着部 の上記 内部空間内には、上記 内部マイ クロホ ン、
上記 ス ピーカ としてそれぞれ第 2 の 内部マイクロホ ン、第 2 の ス ピーカが配 され、上記 ノィ
ズキ ャ ンセ リング処理部 として、上記第 1 の装着部側 に対 して設 け られたマイ クロホ ンによ
る収音信号に基づ き、上記第 1 の装着部 の上記 内部空間に伝播す るノイズを低減す るための
第 1 の ノイズキャンセ リング音 を上記第 1 のス ピーカ よ り出力 させ る第 1 の ノイズキャン
セ リング処理部 と、上記第 2 の装着部側 に対 して設 け られたマイ クロホ ンに よる収音信号に
基づ き、上記第 2 の装着部 の上記 内部空間に伝播す るノイズを低減す るための第 2 の ノイズ
キ ャ ンセ リング音 を上記第 2 のス ピーカ よ り出力 させ る第 2 の ノイズ キ ャ ンセ リング処理
部 とを有す る と共 に、上記第 1 の 内部マイ クロホ ン に よる収音信号 と上記第 2 の 内部マイク
口ホ ンに よる収音信 号 とに基づ くビー ムフォー ミング処理 を行 うビー ムフォー ミング処理
部 を備 える。

< 以下、特別ページに続 く 〉

式 P C T I S A 2 1 0 (特別ページ） （2 0 0 9 年 7 月）



国際調査報告 国際出願番号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 8 1 0 5 5

< 特別ページの続 き 〉

(発 明 6 ) 請求項 1 1 に係 る発 明
上記 ィ コライ ジ ング処理部及び上記 ノィズ キ ャ ン セ リング処理部 が上記装着部 の内部 に設
け られ る。
(発 明 7 ) 請求項 1 2 、 1 3 に係 る発 明

上記 内部マイ クロホ ンに よる収音信号に対 して、ノイズゲー ト処理 を施す ノイズゲー ト処理
部、 も しくは、 コンプ レッサ処理 を施す コンプ レッサ処理部 を備 える。

式 P C T I S A 2 1 0 (特別ページ） （2 0 0 9 年 7 月）
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